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2025.09.21 
堀潤、災害とデマ                                                        メモ 加本実  

  
わが国の長期的な災害発生傾向 
地球温暖化による風水害の激化傾向 
  1. 台風の大型化、総雨量の増加   2. 集中豪雨・ゲリラ豪雨の頻発 
高潮の脅威の増加 
  1. 海面上昇の継続による高潮危険度の増加   2. 既存防災施設の機能不足 
  3.人工島の地盤沈下の継続（例：大阪・咲洲） 
2100 年頃まで続く地震・火山噴火活動の活発化 
  1. 南海トラフ地震、首都直下地震の発生   2. 地方での活断層地震の頻発 
  3. 富士山をはじめ活火山の噴火危険の継続 
 
わが国の社会は、年々、災害にもろくなってきている。 
豊かな社会での防災力の明確な低下傾向 
  1. 高齢者がどんどん増える（体力や判断力が低くなる）。 
  2. 私たちは“生きもの”であることを忘れている。 

国家の緊急事態の主な分類

•大規模自然災害

•地震・津波

•風水害、雪害

•火山爆発

•巨大隕石落下

•電磁パルス

•重大事故

•航空機・海上事故

•鉄道・道路事故

•危険物事故・大規模火災

•大規模停電

•原子力災害

•病疫

•パンデミック

•口蹄疫等

•その他

•海賊

•核実験

•邦人救出

•大量避難民流入

•重大な経済危機

•重大事件

•ハイジャック・人質

•ＮＢＣテロ・爆弾テロ

•重要施設テロ・サイバーテロ

•不審船・ミサイル飛来

•武力攻撃事態

自然発生のもの

人為的なもの

その他
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 高度・複雑化経済社会での被害の多様化 
  1. 大都市では地下街が無秩序に拡大中 
  2. 情報に過度に依存した社会経済活動が集中 
 発生外力（ハザード）が巨大化 
  1. 地球温暖化の進行による風水害の頻発・激化 
  2. 環太平洋地震・火山帯の活発化 
 
脅威となっている国難災害 

• 首都直下地震（M7.3, 30 年以内の発生確率：70％、震度 7、被災地人口（震度 6弱以上）：
約 3,000 万人、想定死者数：約 2.3 万人、震災がれき量：9,800 万トン、被害額：95 兆円、
首都機能の喪失を伴うスーパー都市災害） 

• 南海トラフ巨大地震（M9.0, 30 年以内の発生確率：70％、震度 7、被災地人口（震度 6 弱
以上）：約 4,073 万人、影響人口（津波浸水深：30cm 以上）：6,088 万人、震災がれき量：
3.1 億トン、想定死者数：約 13～33 万人、被害額：220 兆円、災害救助法が 707市町村に
発令されるスーパー広域災害） 

• 東京水没（高潮、洪水、津波による 3m以上の浸水深、被災地人口：約 378 万人、全半壊棟
数：約 73 万棟、水害がれき量：5,410 万トン、想定死者数：15.9 万人、被害額：91 兆円、
水域堆積汚染物資の拡散によるスーパー環境汚染災害） 

 河田恵昭氏、資料より 
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烏谷 昌幸 となりの陰謀論 講談社現代新書、 2025.6.19 
読書会で、紹介された読んでみました。考えさせられます。内容は、次の通りです。「陰謀論は「出
来事の原因を誰かの陰謀と決めつける考え方」と定義されます。これは誰にでも芽生え得る思考傾
向であり、世界を単純に理解したい欲望や、大切なものを奪われる感覚によって強化されます。陰
謀論は現実とは異なる認識空間を生み、社会や政治の分断を深めます。信頼や共通認識が失われ、
対話が困難になります。経済的・文化的に疎外された層の不信感や絶望感が、ポピュリズム政治家
に利用されます。こうした戦略は自由民主主義の危機を招き、過去の全体主義とも通じます。陰謀
論は民主主義の脆弱性を突く力を持ちます。偽情報の拡散や生成 AI の悪用など新たな危険もあ
り、社会全体で耐性を育む必要があります。」私が、聴いた陰謀論は、9.11 はアメリカ政府が起こ
した自作自演、月面着陸は地上で撮影されたものだ、3.11 地震は人工に起こされたものだ、といっ
たものでした。これらを書いた著者は、本を売ることを優先したのだと思います。都市伝説を楽し
む雰囲気もあります。それで、終わっていれば良いのですが、大きく社会情勢を動かす力を持って
きたのが、問題だと本書では説かれます。注意したいものです。 
 
『福田村事件』（ふくだむらじけん） 
2023 年公開の日本映画。監督は森達也。関東大震災の混乱の中で発生した福田村事件を元にした
劇映画。福田村事件は、1923 年（大正 12 年）9 月 6 日、関東大震災後の混乱および流言蜚語が生
み出した社会不安の中で、香川県からの薬の行商団（配置薬販売業者）15 名が千葉県東葛飾郡福
田村（現在の野田市）三ツ堀で地元の福田村および田中村（現柏市）それぞれの自警団に暴行さ
れ、9 名が殺害された事件。（Wikipedia 最終アクセス,2025.9.16) 
 
日本災害情報学会（にほんさいがいじょうほうがっかい、英文名：JApan Society for Disaster 
Information Studies、略称：JASDIS）は、「災害情報」をキーワードに、防災・減災に役立つ災害
情報や、その伝達・受容のあり方などを調査・研究し、その成果を社会に提言する学術学会。1999
年 4 月に発足し、学会事務局は東京都新宿区神楽坂 2-12-1-502 に設置している。 


